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　骨強度は、骨密度と骨の質です。血管のコラーゲ
ン、内臓などとも大きく関連します。糖尿病、腎臓病、
肝硬変、胃を除去した人、ステロイドを使用している人
などは骨がもろくなりやすく、骨の質が悪い人は骨密
度が高くても、骨が折れやすいことが分かっています。
　正常な骨は中が緻密ですが、骨粗しょう症になると
骨の密度が減り、徐々に 間が大きくなっていきま
す。最初の変化は背骨から起こってきます。人間の体
は50歳くらいになると、椎間板の高さが減り、椎体自
体も少しずつ縮んでいき、背骨が全体的に曲がってき
ます。50～70代くらいの年代は背骨の骨折リスク、70

　50歳以上の女性の3人に1人がかかっているといわれる骨粗しょう症。高齢
社会の進展に伴い、わが国の患者数は年々増加しています。骨粗しょう症に
よる骨折は寝たきり要因の第４位を占めています。生活習慣とも密接に関係
していますので、日ごろから注意することが必要です。骨粗しょう症の正しい
知識について、北海道骨粗鬆症研究会理事長を務める北海道医療センター
（札幌市西区）の伊東学脊椎脊髄病センター長にお伺いしました。
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代後半になると股関節周囲の骨折リスクが大きくな
ります。また女性ホルモンと関係していることから、閉
経後の骨粗しょう症も多いです。男性でも喫煙、飲
酒、糖尿病、運動不足の人などのリスクが高いとい
われています。
　骨粗しょう症になると何が困るのでしょうか。「軽
微な外傷で骨折しやすくなる」→「（股関節骨折など
で）寝ている期間が長くなる」→「体力・筋力が低下
（歩きにくくなる）」→「閉じこもり、精神活動の低下」
が起こってきます。これらによって寝たきり、認知障
害などにつながる危険性もより高くなります。
　そこで、背中が曲がるのを予防しようと、１つの骨
折を起こしたら二度と骨折を起こさない「ストップ・
アット・ワン」運動も行われています。
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　治療薬は、骨の材料補給をするカルシウム剤、栄
養補助のビタミンＤ、骨吸収抑制に作用するエスト
ロゲン、
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